
みんなの森 ぎふメディアコスモス（平成27年7月開館）

木材利用の促進事例集



はじめに

我が国では、戦後、造林された人工林が資源として利用

可能な時期を迎える一方、国産の木材があまり使われてい
ません。このため、手入れが行き届かないヒノキ、スギな
どの人工林が増えています。

CO2の吸収や国土を災害から守るといった森林の持つ多
くの働きを発揮させるためには、国産材を使って森を育て
ることが大切です。植える、育てる、収穫する、上手に使
うというサイクルがCO2をたっぷり吸収する元気な森をつ
くります。

林野庁では、国産材をみなさんにより広く利用していた
だくため、平成17年度から「木づかい運動」を展開してい
ます。「木づかい」とは、暮らしに国産材の製品をどんど
ん取り入れて森を育てるエコ活動です。木を使うことから、
すべてが始まります。
そして平成22年の第174回通常国会において「公共建築

物等における木材の利用の促進に関する法律」（平成22年
法律第36号）が衆参両院ともに全会一致で可決成立し、同
年10月1日に施行されました。
この法律は、現在、木造率が低く（平成20年度7.5%床面

積ベース）今後の需要が期待できる公共建築物にターゲッ
トを絞って、国が率先して木材利用に取り組むとともに、
地方公共団体や民間事業者にも国の方針に即して主体的な
取組を促し、住宅など一般建築物への波及効果を含め、木
材全体の需要を拡大することがねらいです。
こうした趣旨を踏まえ、林野庁中部森林管理局・名古屋

事務所では、歴史的にも古くから木材流通の拠点、木材・
木製品等の一大消費地である名古屋都市圏はもとより、各
地域で一層の木材需要拡大を図るために「木材利用の促進
事例集」を作成しました。木材利用の促進に向けて、この
事例集が多方面で活用されることを期待します。
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【平成２２年度施工】
・施設名：岐阜森林管理署庁舎
・構造：木造平屋建
・延べ床面積：529m2
・木材使用量：93m3（スギ：50.66m3 、ヒ
ノキ：8.23m3 、カラマツ34.01m3）
・主な樹種：スギ、ヒノキ、カラマツ
・施設の概要：
「森林管理署」という木材を扱う機関に

ふさわしい木構造を採用しており、柱や梁
など主要構造材には集成材を使用していま
す。集成材の使用によって鉄筋コンクリー
ト造や鉄構造に匹敵するほどの強度を持た
せることにより、事務室では広大な空間を
可能にしています。木を使うことにより、
視覚的にも木の温もりが感じられ、落ち着
きのある造りとしています。

木材利用の促進事例集

署長室 事務室

外観

６

事務室ふきぬけ天井



【平成２７年度施工】
・施設名：長野市役所第一庁舎・長野市芸術館
・構造：RC造、一部SRC造・S造
・延べ床面積：28,499m2
・木材使用量：994.35m3（県産材488.7m3）
・主な樹種：ヒノキ、クリ、メープル、アマゾン
ジャラ
・施設の概要：
長野市芸術館は、長野市役所 新第一庁舎との合

築が特徴です。複合施設として、豊かなパブリック
スペースをできる限り設けることをデザインの中心
意図とされており、長野市芸術館と第一庁舎を「ニ
ワ（庭）」が空間的に、また視覚的に統合します。
長野市芸術館（新長野市民会館）及び新長野市役

所第一庁舎は、世界で活躍する建築家の槇（まき）
文彦氏が設計を手がける複合施設です。長野市芸術
館は、１つの大ホールと２つの小ホール、そして
ギャラリー、リハーサル室、演劇・音楽・バンド練
習室などを兼ね備えた、長野市の文化芸術拠点とな
ります。
内装材には、長野県産材のクリを主体に使用した、

芸術に相応しいる木の温もりが感じられる地域に親
しまれる建物となっています。

木材利用の促進事例集

外観

７

リサイタルホール

メインホール



【平成２７年度施工】
・施設名：長和町役場
・構造：木造一部鉄筋コンクリート
造
・延べ床面積：3,466.65m2
・木材使用量：452.78m3（町産材
354.13m3）
・主な樹種：カラマツ、ヒノキ、サ
ワラ、スギほか
・施設の概要：

長和町らしさを目指す中で、長和
町産のカラマツ材を構造体、内装材、
外装ルーバーに積極的（木材使用量
８０％）に用いました。

内装に木材をふんだんに使用し、
木が香る、ゆったりしたやさしい空
間としました。外装ルーバーは長和
町固有の歴史に培われた宿場町の面
影を感じさせるどこか懐かしい雰囲
気としました。町民が地元の木材を
肌で感じて愛着を持てるような庁舎
としました。

木材利用の促進事例集

議場（２F)

町民ホール（１F)

外観

８

正面玄関へのアプローチ



【平成２６年度施工】
・施設名：安曇野市庁舎
・構造：鉄筋コンクリート、プ
レキャスト・プレストレストコ
ンクリート、鉄骨
・延べ床面積：地上16,325m2・
地下4,877m2
・木材使用量：183m3（県産材使
用量183m3）
・主な樹種：ヒノキ、カラマツ
・施設の概要：
安曇野の自然と景観に配慮し、

また、市民に親しまれ長く愛さ
れる庁舎を目指し多くの木材を
使用している。外装に市有林を
伐採したヒノキを材料としたパ
ネルを使用し、内装には県産の
カラマツを使用し、暖かみのあ
る庁舎とした。

木材利用の促進事例集

1階から2階への階段

外観

９

正面玄関外観

1階ロビーからの吹抜け

議場（２F) 議場の壁(ｶﾗﾏﾂ)



【平成２５年度施工】
・施設名：木曽町役場日義支所
・構造：鉄骨平屋建
・延べ床面積：483.87m2
・木材使用量：13.89m3（県産材6.28m3）
・主な樹種：ヒノキ、サワラ
・施設の概要：
内壁や床のフローリングに木材を使った温かみ

のある内装とし、木曽ひのきなどの国産材を使用
しています。
また一部は木と触れ合う機会が少ない地元の小

中学校の児童・生徒を対象に、木育活動支援事業
の一環として、間伐、製材、加工までの流れを内
装木質化の作業等を通じて学習し、木の温もりの
ある施設の良さを体験しました。加工した内装材
の裏面には関わった児童・生徒の未来へのメッ
セージが描かれています。自然エネルギー導入事
業では、太陽光発電（蓄電池含む）と薪ストーブ、
LED証明、ペアガラス等による断熱性能の向上、雨
水タンク設置（災害時飲料水の確保も兼ねる）を
採用してCO2の削減と省エネ、かつ防災拠点施設と
して配慮し、地域資源を有効活用した施設となっ
ています。

木材利用の促進事例集

壁板

天井

外観

１０



【平成２１～２３年度施工】
・施設名：高山市役所国府支所
・構造：鉄筋コンクリート２階建

・延べ床面積：3,925m2
・主な樹種：スギ、ヒノキ
・施設の概要：

主体構造は鉄筋コンクリート造ですが、館内や外観
には木をふんだんに使用し、温もりを感じられる造り
となっており、市民が利用しやすい雰囲気となってい
ます。

木材利用の促進事例集

ホワイエ さくらホール

エントランス

外観

１１



【平成２４～２５年度施工】
・施設名：設楽町役場庁舎
・構造：木造、一部鉄骨造
・延べ床面積：2,917.64m2
・木材使用量：525m3
・主な樹種：ヒノキ、スギ
・施設の概要：
新庁舎には設楽町産の「ヒノキ・スギ」を用い、

主構造は集成材による柱（最大33㎝×60㎝）と梁
（最大75㎝×20㎝）で建築しています。外壁や内装
材などにも設楽町産材を使用しています。
役場棟では、木質チップボイラーを採用し、太陽

光発電の活用や図書館と子どもセンターの床には深
夜電力による土壌蓄熱式床暖房によって経費を削減
しています。
また、キャノピーの床などには、木質成形舗装材

を採用し、自然光や自然通風など自然エネルギーを
活用した明るく開放的な空間の確保が図られていま
す。

木材利用の促進事例集

執務室

庁舎ロビー

キャノピー
外観

１２



【平成２７年度施工】
・施設名：木曽森林管理署上松公務員宿舎
・構造：木造２階建(木造軸組工法)
・延べ床面積：493.88m2
・木材使用量：119.86m3
・使用樹種：ヒノキ、カラマツ、スギ、サ
ワラ
・主な樹種：
日本３大美林の一つ木曽ひのきの産地で

ある木曽谷の国有林を管理する木曽森林管
理署は、老朽化した宿舎の建て替えが必要
となり、ヒノキ・カラマツの地元材を主体
とした木造２階建てを建築し、木材の中心
地として歴史を刻んできた地で、公共建築
を地域材使用で建てました。

木材利用の促進事例集

単身・独身用(洋間)

外観

世帯用(和室)世帯用（洋間）

１３世帯用（玄関）



【平成２６年度施工】
・施設名：長野県林業大学校 女子寮棟
（若槇寮）
・構造：木造２階建
・延べ床面積：544.74m2
・木材使用量：97m3
・主な樹種：ヒノキ、カラマツ、サワラ、
アカマツ
・施設の概要
長野県では平成２３年度に策定した「長

野県森林づくりアクションプラン」に基づ
き「木を生かした力強い産業づくり」に取
り組んでいる。長野県林業大学校では、女
子学生の住環境を地域材に活用した秀逸な
木造施設とすることで、より志望者の増加
と、学習施設としての機能も併せ持たせた
施設となっています。

木材利用の促進事例集

廊下１階

外観

寮室

１４ 廊下2階



【平成２７年度施工】
・施設名：田舎暮らしモデルハウス
・構造：木造２階建
・延べ床面積：79.5m2
・木材使用量：18.45m3（県産材使用量18.45m3）
・主な樹種：ヒノキ、アカマツ、スギ
・施設の概要
伊那市では、市への移住・定住の促進を図る

ため、その受け皿として高い意欲を有する地域
を「田舎ぐらしモデル地域」に指定されており、
第１号に「新山地区」が指定されました。
その新山地区で、伊那市の森林から木材の生

産から販売まで市域内で行われ、第一次、第二
次、第三次産業といった縦割りの産業構造を循
環型の連携した産業構造へと変換する仕組みを
つくるモデルケースとするため、市産材100％
使用によるモデルハウスを建てたところです。

木材利用の促進事例集

外観

リビング

１５キッチン



【平成２７年度施工】
・施設名：設楽町営杉平向住宅
・構造：木造２階建
・延べ床面積：A棟540m2、B棟536m2
・木材使用量：A棟147.28m3、B棟129.25m3
・主な樹種：ヒノキ、スギなど
・施設の概要：
住宅内部をバリアフリーとし、長寿社会

に対応した住宅となるよう計画。住棟の南
側に駐車場を、北側に自転車置場、倉庫等
付帯設備を配置し、住棟北面に出入口、階
段、共用廊下を設置することにより、採光、
通風、開放性及びプライバシーの確保がで
き、冬至日における４時間日照も確保でき
るよう配慮。地元産材を構造材、内装材等
に積極的に使用することで、地元林業の活
性化に寄与。

木材利用の促進事例集

Bタイプ キッチン

外観

Aタイプ キッチン

居間

１６



【平成２６年度施工】
・施設名：横山地区交流防災センター

なぎさ館
・構造：木造平屋建
・延べ床面積：810.89m2
・主な樹種：スギ、ベイマツ、ベイマ
ツ（集成材）
・施設の概要：
交流防災センターは、大空間となる

軽運動室の木造の架構が特徴的な施設
です。
災害時には非難場所として機能する

他、小学校跡地であることから、記念
碑等を移設した広場を整備し、建物と
の関係を重視しており、地域の歴史と
木の温もりが感じられる地区の交流防
災センターとなっています。

木材利用の促進事例集

軽運動室

外観

ホール １７



【平成２６年度施工】
・施設名：立山友情館
・構造：木造平屋建、一部鉄
骨造体育館：木造、渡り廊
下：鉄骨造）
・延べ床面積：653.92m2
・主な樹種：スギ、ベイマツ、
ヒノキ
・施設の概要：
社会体育施設として新築さ

れた施設で主体構造を木造と
し、県産材を６０％以上使用
しています。
また、柱にスギの集成材、

壁にスギの羽目板を利用し木
の温もりを感じる空間となっ
ています。

木材利用の促進事例集

体育館

外観

体育館 天井１８



【平成２７年度施工】
・施設名：滑川市児童館
・構造：木造一部２階建
・延べ床面積：930m2
・木材使用量：186m3
・主な樹種：スギ（柱・天井板・壁板等）、カラマ
ツ（集成材）、ヒノキ（土台）
・施設の概要：
シンボリックな八角形の大屋根が特徴なあそび

ホール棟と渡り廊下でつないだ運動室棟で、こども
達が健やかにのびのびと遊べることを目指し、動を
中心とした大スパンの木造建築となっています。
また、木のぬくもりが感じられる建物とし、この

児童館で使われているすべての杉材（柱・丸太・天
井板・壁板等）は滑川市所有の山林より切り出され
たものを使用しています。

木材利用の促進事例集

運動室

外観

あそびホール

廊下 １９



【平成２６年度施工】
・施設名：井波児童館きぼりっこ
・構造：木造平屋建
・延べ床面積：652.54m2
・主な樹種：マツ、スギ
・施設の概要：
“信仰と木彫りのまち”として長年の歴史
を歩んできた井波らしく、こども達に親し
みやすいということから「きぼりっこ」と
名付けられました。木造建物であることか
ら、木の香り漂う児童館で地域の伝統を感
じながら、元気にたくましく育ってほしい
という願いが込められています。
家庭的で温かみのある施設として、周辺

環境にも調和した色彩や外観に配慮すると
ともに、自然採光や通風を取りいれた健康
的な生活空間を創る施設となっています。

木材利用の促進事例集

ホール

外観

遊戯場
２０


